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特別展

展覧会
情報

日
本
の
刀
装

日
本
の
刀
装

　
　
　
　

　
　
　
　

  

――  

刀
を
飾
る
技
と
美

刀
を
飾
る
技
と
美  

――

茶
道
具

茶
道
具
のの
””い

・
ろ
・
は

い
・
ろ
・
は

““

兵
庫
鎖
太
刀
拵
は
、
柄つ

か

頭が
し
ら

か
ら
下
が
る
金

具
と
鞘さ

や

の
上
方
に
伸
び
る
帯お

び

執と
り

に
鎖
を
用
い

た
、
豪
華
で
厳
め
し
い
姿
の
拵
で
す
。
本
作

は
、
鎌
倉
時
代
に
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
鞘
の

地じ

板い
た

を
は
じ
め
、
鐔つ

ば

や
覆ふ

く

輪り
ん

な
ど
に
至
る
ま

で
銀
製
で
、
随
所
に
三
鱗
紋
を
表
し
、
そ
の

部
分
に
鍍と

金き
ん

を
施
し
て
い
ま
す
。

『
平
家
物
語
』
で
平
家
の
公き

ん

達だ
ち

な
ど
が
戦

場
で
振
る
っ
て
い
た
と
記
さ
れ
る
「
厳い

か

物も
の

造づ
く
り
の

太た

刀ち

」
は
、
兵
庫
鎖
太
刀
と
同
種
の
拵

と
み
ら
れ
て
お
り
、
本
作
の
美
し
い
銀
の
金

具
類
は
、
単
な
る
装
飾
で
は
な
く
、
激
し
い

戦
い
の
中
で
も
刀
身
を
保
護
す
る
た
め
の
強

度
を
保
つ
役
割
も
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
本
作
は
、
ま
さ
に
用
と
美
を
兼
ね
備

え
た
拵
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

テ
ー
マ
展

20
8月
日

15
9月
日

特
別
展

23
10月

日

23
11月

日

日
本
の
刀
装

日
本
の
刀
装

　
　
　

  

――  

刀
を
飾
る
技
と
美

刀
を
飾
る
技
と
美  

――

企
画
展

18
9月
日

18
10月

日

テ
ー
マ
展

27
11月

日

24
12月

日

井
伊
家
近
代
文
書
か
ら
み
る

井
伊
家
近
代
文
書
か
ら
み
る

                                  
                                  

彦
根
城

彦
根
城

～

10/23( 土）

11/23(火・祝）

奇
才
の
絵
師

奇
才
の
絵
師  

張張
ち
ょ
う

ち
ょ
う

月月げ

っ

げ

っ

樵樵
し
ょ
う

し
ょ
う  

　
　
　

―

　
　
　

―  

彦
根
～
京
～
名
古
屋
への
道

彦
根
～
京
～
名
古
屋
への
道  

――

2021年

重
要
文
化
財

重
要
文
化
財

銀銀ぎ
ん
ぎ
ん

地地じじ

三三み
つ
み
つ

鱗鱗う
ろ
こ

う
ろ
こ

紋紋も
ん
も
ん

兵兵ひ
ょ
う

ひ
ょ
う

庫庫ごご

鎖鎖ぐ
さ
り

ぐ
さ
り

太太たた

刀刀ちち

拵拵ご
し
ら
え

ご
し
ら
え

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（（
号号ご

う
ご
う  

北北ほ
う
ほ
う

条条じ
ょ
う

じ
ょ
う

太太たた

刀刀ちち

））

東
京
国
立
博
物
館
蔵

東
京
国
立
博
物
館
蔵

TNM Image Archives



Hikone Castle Museum News No.134

●
●　

常
設
展
示　

●
●

―
彦
根
藩
井
伊
家
伝
来
の
大
名
道
具
を
中
心
に
八
〇
点
あ
ま
り
を
展
示
―　

展

示

案

内

 

ほ
ん
も
の
と
の
出
会
い

～

12
月

月
９

2021
年

日
本
の
刀
装

日
本
の
刀
装

　
　
　

　
　
　
――  
刀
を
飾
る
技
と
美

刀
を
飾
る
技
と
美  

――

特別展特別展

 会場：展示室 １〜３

 主催：彦根城博物館

 《芸術文化振興基金助成事業》

会
期:

10
月
23
日（
土
）
〜
11
月
23
日（
火
・
祝

）

刀
剣
を
収
め
る
鞘さ
や

や
柄つ
か

、
鐔つ
ば

な
ど
の
金
具
類

と
い
っ
た
外
装
部
分
を
刀
装
あ
る
い
は
拵
こ
し
ら
え

と
呼

び
ま
す
。
こ
う
し
た
外
装
は
、
刀
身
を
保
護
し

つ
つ
安
全
に
携
行
す
る
と
同
時
に
、
実
戦
の
際

に
は
滑
り
止
め
や
手
を
刃
か
ら
防
護
す
る
実
用

的
な
も
の
で
す
が
、
古
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
素
材

や
技
法
に
よ
っ
て
、
美
し
く
飾
り
付
け
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

日
本
の
刀
装
に
見
ら
れ
る
形
式
や
装
飾
は
、

古
墳
時
代
に
既
に
そ
の
原
型
が
見
ら
れ
、
奈
良

時
代
に
な
る
と
後
世
ま
で
続
く
太た

刀ち

拵ご
し
ら
え

な
ど
の

源
流
と
言
え
る
拵
が
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、

鞘
に
漆
を
塗
っ
た
塗ぬ

り

鞘さ
や

を
は
じ
め
、
金
や
銀
、

革
や
鮫
皮
な
ど
を
使
用
し
た
装
飾
が
見
ら
れ
ま

す
。
以
後
、
日
本
の
刀
装
は
奈
良
時
代
以
来
の

拵
の
様
式
を
踏
襲
し
つ
つ
、
展
開
し
て
い
き
ま

す
。
特
に
装
飾
面
は
、
デ
ザ
イ
ン
や
技
法
な
ど

の
変
化
に
富
み
、
鞘
を
例
に
挙
げ
る
と
、
黒
漆

の
み
を
塗
っ
た
シ
ン
プ
ル
な
仕
上
げ
か
ら
裂き

れ

や

金
属
の
薄
板
を
巻
い
た
も
の
、
華
や
か
な
蒔ま

き

絵え

を
施
し
た
も
の
、
さ
ら
に
は
漆
で
表
面
に
種
々

の
凹
凸
を
表
し
た
り
、
鮫
皮
や
貝
、
角
、
革
な

ど
と
漆
塗
を
組
み
合
わ
せ
た
変
わ
り
塗
に
至
る

ま
で
、
幅
広
い
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
殊
に
桃
山
時
代
の
作
品
か
ら
多

く
見
ら
れ
る
変か

わ
り
塗ぬ

り

鞘さ
や

は
、
江
戸
時
代
に
大

き
く
花
開
き
、
そ
の
種
類
は
数
百
種
以
上
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
で
す
。

ま
た
鞘
塗
の
ほ
か
、
鐔
な
ど
の
金
具
も
刀
装

を
彩
る
重
要
な
要
素
で
す
。
室
町
時
代
に
刀
装

具
を
主
に
制
作
す
る
金
工
が
現
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
意
匠
と
装
飾
技
法
は
多
様
化
し
て
い

き
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
、
彫

ち
ょ
う

金き
ん

や
色い

ろ

絵え

な
ど

の
技
術
の
粋す

い

を
集
め
た
多
彩
な
作
品
が
、
各
地

で
活
躍
す
る
数
多
の
装
剣
金
工
に
よ
っ
て
生
み

出
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
日
本
の
刀
装
の
変
遷
を
、
鞘さ

や

塗ぬ
り

を
中
心
と
す
る
装
飾
に
焦
点
を
当
て
て
紹
介
し

ま
す
。
館
内
外
か
ら
選
り
す
ぐ
っ
た
、
そ
れ
ぞ

れ
の
作
品
に
施
さ
れ
た
種
々
の
装
飾
と
技
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

国宝 黒漆平文飾剣拵（柄銀打鮫）
（平安時代）春日大社蔵

重要文化財 白檀塗這龍文鞘大小拵（桃山時代）重要文化財 白檀塗這龍文鞘大小拵（桃山時代）
嚴島神社蔵【提供：便利堂】嚴島神社蔵【提供：便利堂】

重要文化財 黒漆塗鞘太刀拵（室町時代初期）
　刀剣博物館蔵

愛知県指定文化財 四条河原遊楽図（部分）（桃山時代）天桂院蔵愛知県指定文化財 四条河原遊楽図（部分）（桃山時代）天桂院蔵

金銀鈿荘唐大刀（正倉院御物模造）　　　　　　
（明治時代／原品：奈良時代）東京国立博物館蔵

【TNM Image Archives】

〔写真キャプション〕
タイトル下：野菜四所物のうち目貫
　　後藤一乗作（江戸時代後期）黒
　　川古文化研究所蔵
本文上段 : 鉄地鶴丸文透鐔（江戸時代） 
本文下段：黒蝋色塗鞘大小拵（江戸
　　時代）
展覧 会の構成（左頁上段）：赤銅地

藻魚図大小縁頭銘 岩本昆寛（花
押）（江戸時代中期）黒川古文
化研究所蔵

黒漆塗梅花皮鮫研出鞘大小拵（江戸時代）黒漆塗梅花皮鮫研出鞘大小拵（江戸時代）

古代の刀装
  − 源流の拵 −

近世の刀装 
　− 鞘塗の精華 −

中世の刀装 − 多様化する拵 −
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彦
根
城
博
物
館
は
、
一
二
〇
件
に
の
ぼ
る

彦
根
藩
井
伊
家
伝
来
の
拵
お
よ
び
刀
装
具
を

所
蔵
し
て
い
ま
す
。
井
伊
家
伝
来
の
拵
に

は
、
登
城
用
の
正

し
ょ
う

式し
き

拵ご
し
ら
え

や
儀ぎ

仗じ
ょ
う

用
の
太た

刀ち

拵ご
し
ら
え

な
ど
、
大
名
が
公
的
な
場
で
用
い
る
も
の

の
ほ
か
、
多
種
多
様
に
加
飾
さ
れ
た
拵
が
数

多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
質
量
と
も
に
充
実
し

た
近
世
の
拵
が
一
群
で
伝
存
し
て
い
る
例
と

し
て
は
全
国
的
に
も
稀
少
で
す
。

　

井
伊
家
伝
来
の
拵
が
持
つ
最
大
の
特
徴

は
、
鞘
に
施
さ
れ
た
装
飾
の
種
類
の
豊
富
さ

で
す
。
江
戸
時
代
、
鞘
の
装
飾
は
漆
塗
が
主

流
で
し
た
が
、
単
に
漆
を
塗
っ
て
仕
上
げ
る

だ
け
で
は
な
く
、
表
面
に
敢
え
て
凹
凸
を
つ

け
て
文
様
を
表
し
た
り
、
植
物
の
樹
皮
や

実
、
動
物
の
角
、
裂き

れ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
素
材

を
組
み
合
わ
せ
た
変か

わ
り
塗ぬ

り

が
多
く
用
い
ら

れ
ま
し
た
。
井
伊
家
の
場
合
、
こ
の
変
わ
り

塗
鞘
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
実
に
多
彩
で
あ

り
、
二
つ
以
上
の
変
わ
り
塗
の
技
法
を
組
み

合
わ
せ
た
鞘
や
、
漆
と
組
み
合
わ
せ
る
素
材

に
特
異
な
も
の
を
使
用
し
た
例
が
特
筆
さ
れ

ま
す
。
中
で
も
素
材
と
し
て
胡
桃
の
実
や
長

く
削
い
だ
象
牙
、
熨の

斗し

鮑あ
わ
び

を
取
り
入
れ
た
鞘

塗
は
、
管
見
の
限
り
で
は
類
例
を
見
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漆
塗
が
極
め
て
丁
寧

か
つ
繊
細
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
見

逃
せ
ま
せ
ん
。
磨
き
上
げ
ら
れ
た
か
の
よ
う

な
艶
と
潤
み
を
兼
ね
備
え
た
蝋ろ

色い
ろ

塗ぬ
り

や
溜た

め

塗ぬ
り

の
他
、
漆
を
非
常
に
薄
く
か
つ
均
一
に
塗
る

摺す
り

漆う
る
し

な
ど
か
ら
は
、
皮
革
の
細
か
な
皺
や
裂

の
織
り
文
様
な
ど
、
素
材
の
質
感
を
活
か
し

た
意
外
性
の
あ
る
表
現
を
可
能
と
す
る
、
極

め
て
高
度
な
鞘
塗
の
技
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
魅
力
溢
れ
る
井

伊
家
伝
来
の
数
々
を
、
特
別

展
「
日
本
の
刀
装
―
刀
を
飾

る
技
と
美
―
」
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
そ
の
卓
越
し
た

漆
の
技
に
是
非
ご
注
目
く
だ

さ
い
。

展
覧
会
の
構
成

展
覧
会
の
構
成

関
連
行
事

関
連
行
事

１ 

日
本
の
刀
装　

そ
の
源
流 

― 

古
代 

― 

　
（
１
）
黎
明
期
の
刀
装 

　
　
　
　

   
― 
金
属
に
よ
る
加
飾
の
は
じ
ま
り 

―

　
（
２
）
日
本
刀
装
の
祖
型 

― 

塗
鞘
の
登
場 

― 

　
（
３
）
太
刀
拵
の
誕
生 

　
　
　
　

   

― 

受
け
継
が
れ
る
姿
と
飾
り 

― 

２ 

用
と
美
の
刀
装 

― 

中
世 
― 

　
（
１
）
新
た
な
刀
装
の
姿

 
 

― 

兵
庫
鎖
太
刀
拵
と
糸
巻
太
刀
拵 

― 

　
（
２
）
装
剣
金
工
の
活
躍

３ 

千
紫
万
紅
の
刀
装 

― 

近
世 

― 

　
（
１
）
武
家
の
拵

　
　

①
武
将
と
刀
装 

― 

桃
山
の
気
風 

― 

　
　

②
正
式
拵
と
太
刀
拵 

― 

儀
礼
の
拵 

― 

　
（
２
）
展
開
す
る
形 

― 

鞘
と
金
具 

―

　
（
３
）
鞘
塗
の
精
華

　
　

①
塗
り
の
技

　
　

②
研
出
の
美

　
　

③
取
り
合
わ
せ
の
妙  

　
（
４
）
装
剣
金
工
の
競
演

　
　

①
花
開
く
装
剣
の
技
と
美 

　
　
　
　

― 

多
彩
な
意
匠
と
技
法 

― 

　
　

②
後
藤
家
の
伝
統 

― 

家
彫
の
格
式 

― 

　
　

③
江
戸
金
工
の
雄 

　
　
　
　

― 

町
彫
の
祖
と
奈
良
三
作 

― 
     　

④
町
彫
の
広
ま
り

　
（
５
）
刀
装
の
匠
た
ち

　
（
６
）
刀
を
飾
る
技
と
美　

そ
の
継
承

①
ス
ラ
イ
ド
ト
ー
ク

　

■
日
時　

10
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

       　

14
時
～
（
40
分
程
度
）

　

■
講
師　

古
幡
昇
子
（
当
館
学
芸
員
）

　

■
会
場　

当
館
講
堂

　

■
参
加
費　

無
料

　

■
定
員　

 

35
名

　
　
　
　
　

（
先
着
順
、
受
付
13
時
30
分
～
）

②
特
別
展
記
念
対
談

　
「
語
り
尽
く
す
！
大
名
家
の
拵
と
井
伊
家

　

  

伝
来
刀
装
」

　

■
日
時　

11
月
６
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　

14
時
～
15
時
30
分

　

■
講
師　

伊
東
哲
夫
氏
（
文
化
庁
文
化
財

　
　
　

第
一
課 

文
化
財
調
査
官
）、
古
幡
昇
子

　
　
　
（
当
館
学
芸
員
）

　

■
会
場　

当
館
講
堂

　

■
受
講
料　

５
０
０
円

　

■
定
員　

 

35
名

　
　
　
　
　

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　

■
申
込
方
法

　
　
　

往
復
は
が
き
往
信
の
裏
面
に
住
所
・     

　
　
　

氏
名
・
電
話
番
号
を
、
復
信
の
宛

　
　
　

名
面
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
上
、

　
　
　
「
特
別
展
記
念
対
談
」
係
ま
で
お
申

　
　
　

し
込
み
く
だ
さ
い
（
お
１
人
様
１

　
　
　

通
）。
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
　
　

も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

　

■
申
込
期
間

　
　
　

10
月
1
日
（
木
）
～
22
日
（
金
）

　
　
　

＊
必
着

③
講
演
会

　
「
日
本
の
刀
装 

そ
の
豊
か
な
る
装
飾
」

　

■
日
時　

11
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

 

14
時
～
15
時
30
分

　

■
講
師　

古
幡
昇
子
（
当
館
学
芸
員
）

　

■
会
場　

当
館
講
堂

　

■
資
料
代

　
　
　

１
０
０
円

　

■
定
員　

35
名

　
　
　
（
先
着
順
、

　
　
　

   

受
付
13
時

　
　
　

   

30
分
～
）

井
伊
家
伝
来
の
拵

井
伊
家
伝
来
の
拵    

――  

多
彩
な
鞘
塗

多
彩
な
鞘
塗  

――

  

注
目
！

注
目
！

　
　

黒
漆
塗
胡
桃
嵌
鞘
大
小
拵

真鍮地張果老図透鐔　銘 安親
（江戸時代前期～中期）刀剣博物館蔵
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茶
道
具
は
、
抹ま

っ

茶ち
ゃ

を
点
て
て
飲
む
た
め
の
点て

前ま
え

道
具
や
、
掛
物
や
花
生
な
ど
の
飾
り
道
具
、

碗
や
酒
器
な
ど
の
懐か

い

石せ
き

道
具
か
ら
成
り
、
実
に

多
様
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
、

形
や
質
感
、
素
材
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い

て
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
、
道
具
と
し
て
の
機
能
性

は
も
ち
ろ
ん
、
茶
人
た
ち
の
求
め
に
応
じ
た

種
々
の
造
形
美
が
追

求
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
多
岐

に
わ
た
る
茶
道
具
の

そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
や

造
形
的
な
魅
力
を
分

か
り
や
す
く
ご
紹
介

し
ま
す
。

 

　

張ち
ょ
う

月げ
っ

樵し
ょ
う（

一
七
六
五
～
一
八
三
二
）
は
、
近
江

国
彦
根
城
下
に
生
ま
れ
た
絵
師
で
す
。
近
隣
の

坂
田
郡
醒
井
村
出
身
で
京
で
活
躍
し
た
市い

ち

川か
わ

君く
ん

圭け
い

（
一
七
三
六
～
一
八
〇
三
）
に
画
を
学
ん
だ

後
京
に
出
て
、
四
条
派
の
松ま

つ

村む
ら

月げ
っ

渓け
い

（
呉ご

春し
ゅ
ん

、

一
七
五
二
～
一
八
一
一
）
の
門
に
入
り
、
腕
を
磨

き
ま
し
た
。

　

あ
る
年
月
樵
は
、
京
を
発
っ
て
名
古
屋
に
入

り
、
当
地
の
南
画
家
、
山や

ま

田だ

宮ぐ
う

常じ
ょ
う（

一
七
四
七
～

九
三
）
の
画
才
を
慕
い
、
兄
事
し
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
宮
常
は
、
京
に
遊
学
し
、
最
新
の

中
国
画
や
そ
の
影
響
を
受
け
た
各
流
派
の
画
風

を
幅
広
く
学
び
、
郷
里
名
古
屋
に
戻
っ
て
い
ま

し
た
。

　

月
樵
の
画
風
も
ま
た
、
円
山
四
条
派
の
枠
を

超
え
、
誇
張
や
歪
曲
、
単
純
化
な
ど
、
奇
怪
で

癖
の
強
い
表
現
が
特
徴
で
す
。
同
じ
く
円
山
四

条
派
の
長な

が

沢さ
わ

芦ろ

雪せ
つ

（
一
七
五
四
～
九
九
）
の
画
か

ら
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
受
け
た
と
も
見
ら

れ
て
い
ま
す
。
一
見
奔
放
に
描
い
て
い
る
よ
う

で
、
絶
妙
な
る
バ
ラ
ン
ス
感
覚
で
も
っ
て
全
体

に
破
綻
を
感
じ

さ
せ
な
い
と
こ

ろ
が
月
樵
画
の

妙
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　

月
樵
は
、
俳

書
を
は
じ
め
と
す
る
版
本
の
挿
絵
も
手
が
け
て

い
ま
す
。
画
集
も
出
版
さ
れ
る
な
ど
、
広
く
知

ら
れ
た
月
樵
は
、
尾
張
徳
川
家
の
命
を
受
け
て

襖
絵
な
ど
を
描
き
、
御
用
人
支
配
と
な
っ
て
帯

刀
を
許
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
は
、
実
力
派
の
絵
師
と
し
て
活
躍
し
て

い
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
な
く
な
っ
た
張

月
樵
の
生
涯
と
作
品
を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

 

展
示
室
１

テ
ー
マ
展

11 11 
2727

（土）（土）

1212
2424

井
伊
家
近
代
文
書
か
ら

井
伊
家
近
代
文
書
か
ら

　

み
る
彦
根
城

　

み
る
彦
根
城

城
は
江
戸
時
代
ま
で
軍
事
・
政
治
的
な
拠
点

と
し
て
重
要
な
役
割
を
持
ち
、
大
名
や
そ
の
一

族
、
家
臣
、
出
入
り
の
町
人
な
ど
し
か
入
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
近
代
に
入
る
と
、

城
は
そ
の
役
割
を
終
え
、
人
び
と
の
楽
し
む
公

園
と
な
る
な
ど
、
江
戸
時
代
と
は
異
な
る
役
割

を
持
ち
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
明

治
以
降
の
彦
根
城

の
様
々
な
利
用
例

か
ら
、
彦
根
城
が

近
代
を
歩
ん
だ
歴

史
を
紹
介
し
ま
す
。

（金）（金）

※
12
／
8
は
休
館

彦
根
城
国
宝
指
定
ノ
義
ニ
付
申
請
案

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

■
日　

時　

11
月
27
日
（
土
）
14
時
～
（
30
分
程
度
）

■
講　

師　

蔭
山
兼
治
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

35
名
（
先
着
順
）

＊
関
連
講
座
を
開
催
し
ま
す
。（
６
頁
参
照
）

展
示
室
１

テ
ー
マ
展

88
2020

（金）（金）

99
1515

（水）（水）

※
9
／
１
は
休
館

茶
道
具
の

茶
道
具
の
””い

・
ろ
・
は

い
・
ろ
・
は

““

■
日　

時　

8
月
21
日（
土
）14
時
～（
30
分
程
度
）

■
講　

師　

奥
田 

晶
子
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂　
　

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

35
名
（
先
着
順
）

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

宮
王
肩
衝
茶
入

青
磁
刻
花
牡
丹
文
花
生

展
示
室
１
・
２

企
画
展

99
1818

（土）（土）

1010
1818

奇
才
の
絵
師

奇
才
の
絵
師  

張張
ち
ょ
う

ち
ょ
う

月月げ

っ

げ

っ

樵樵
し
ょ
う

し
ょ
う

　
　

―

　
　

―  

彦
根
～
京
～
名
古
屋
へ
の
道

彦
根
～
京
～
名
古
屋
へ
の
道  

――

（月）（月）

■
日　

時　

9
月
18
日
（
土
）
14
時
～
（
30
分
程
度
）

■
講　

師　

髙
木 

文
恵
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂　
　

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

35
名
（
先
着
順
）

＊
関
連
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。（
６
頁
参
照
）

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

花
鳥
図　

徳
川
美
術
館
所
蔵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

©
徳
川
美
術
館
イ
メ
ー
ジ
ア
ー
カ
イ
ブ
／DNPartcom

大
黒
画
賛
（
部
分
）
個
人
蔵
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研
究
余
録

金 
亀 
玉 

鶴

張
月
樵
の
名
古
屋
行
き
と
彦
根
で
の
認
知
度

張
月
樵
の
名
古
屋
行
き
と
彦
根
で
の
認
知
度

　

張
月
樵（
一
七
六
五
～
一
八
三
二
）。
彦
根
出
身

で
、地
元
で
は
市
川
君
圭
か
ら
学
び
、京
に
上
っ

て
松
村
月
渓（
呉
春
）門
で
研
鑽
を
積
み
、
後
に

名
古
屋
に
移
り
、
当
地
の
代
表
的
な
絵
師
の
ひ

と
り
と
な
っ
た
絵
師
で
す
。

　

月
樵
は
な
ぜ
名
古
屋
に
向
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
残
念
な
こ
と
に
、
彼
の
事
績
を
た
ど
る
に

は
同
時
代
史
料
が
乏
し
く
、
後
世
の
史
料
に
頼

ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
田
部
井
竹
香
著
『
古
今

中
京
画
壇
』(

一
九
一
一
）
で
は
、
長な

が

沢さ
わ

芦ろ

雪せ
つ

と

東
国
遊
歴
を
企
て
て
京
を
発
ち
、
美
濃
で
袂
を

分
か
っ
て
独
り
名
古
屋
入
り
し
た
と
あ
り
ま

す
。
こ
れ
が
史
実
か
、
月
樵
の
画
が
芦
雪
画
に

通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
ら
れ
た

創
作
か
は
検
証
の
余
地
が
あ
り
ま
す
が
、当
時
、

京
の
絵
師
が
地
方
の
寺
院
や
富
商
・
富
農
層
等

に
招
か
れ
、
画
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
珍
し
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
月
樵

の
名
古
屋
行
き
は
、
単
な
る
物
見
遊
山
で
は
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

た
だ
、
こ
れ
が
何
歳
の
こ
と
か
は
明
ら
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
月
樵
が
最
終
的
に
落
ち
着
い

た
名
古
屋
の
前
津
に
つ
い
て
ま
と
め
た
山
田
秋

衛
著
『
前
津
旧
事
誌
』（
一
九
三
五
）
で
は
、
君

圭
に
師
事
し
て
学
び
、
長
じ
た
後
、
月
渓
の
も

と
で
七
年
学
ん
で
技
が
大
い
に
進
ん
だ
、
と
あ

り
ま
す
。
長
じ
る
と
い
う
語
を
仮
に
成
人
し
た

十
五
歳
頃
と
と
る
と
、
二
十
二
歳
頃
ま
で
月
渓

門
下
と
し
て
学
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
な
り
ま

す
。『
前
津
旧
事
誌
』
で
は
、
月
樵
は
、
名
古

屋
萬
松
寺
の
住
僧
珍
牛
に
宛
て
た
紹
介
状
を
携

え
て
い
た
と
あ
り
ま
す
。
想
像
を
逞
し
く
す
る

と
、
紹
介
状
の
差
し
出
し
元
は
、
あ
る
い
は
月

渓
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

文
化
十
四
年（
一
八
一
七
）
刊
行
の
月
樵
の
画

集
『
不
形
画
藪
』
の
序
文
に
は
、「
三
十
余
年

前
山
人（
月
樵
の
こ
と
）自
京
師
来
住
尾
張
」
と

あ
り
、
二
十
歳
前
後
で
名
古
屋
入
り
し
て
い
た

こ
と
は
確
実
で
す
。
長
く
仮
住
ま
い
を
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
当
初
は
長
年
の
滞
在
を

意
識
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
一
つ
の
疑
問
が
頭
を
も
た
げ
ま
す
。

京
の
文
化
の
影
響
が
圧
倒
的
に
大
き
い
彦
根
に

お
い
て
、
中
京
圏
で
の
月
樵
の
活
躍
ぶ
り
は
聞

こ
え
て
き
た

の
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
ヒ

ン
ト
と
な
る

よ
う
な
資
料

が
い
く
つ
か

確
認
で
き
ま

す
。

　

ひ
と
つ
は
、

「
蔡さ

い

文ぶ
ん

姫き

帰

漢
図
」
と
い

う
巻
物
。
中

国
故
事
に
取

材
し
た
も
の

で
、
中
国
画
を
直
接
手
本
と
し
た
よ
う
な
画
風

で
描
か
れ
た
も
の
で
す
。
巻
末
の
跋
文
は
彦
根

藩
儒
の
龍た

つ

玉ぎ
ょ
く

渕え
ん（

一
七
五
一
～
一
八
二
一
）の
筆
で
、

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

 「
蔡
文
姫
帰
漢
図
者
張
月
樵
之
画
也
、
本
藩

太
夫
菅
君
嘗
好
丹
青
之
技
、
饗
使
月
樵
画
此

図
矣（
後
略
）。」

　

彦
根
藩
太
夫
菅
君
と
は
、
菅
原
を
称
し
た
藩

士
家
、
吉よ

し

用も
ち

家
の
当
主
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
玉

淵
の
没
年
が
月
樵
の
そ
れ
よ
り
早
い
こ
と
か

ら
、
月
樵
の
存
命
中
の
文
面
と
な
り
ま
す
が
、

そ
の
書
き
ぶ
り
か
ら
、
所
蔵
者
で
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
吉
用
某
は
既
に
亡
く
、
制
作
さ
れ
て
か
ら

し
ば
ら
く
年
月
が
経
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
月

樵
に
つ
い
て
の
説
明
的
な
文
言
は
な
く
、
彼
に

つ
い
て
の
共
通
理
解
が
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
大
部
分
が
当
主
と
そ
の
一
族
の

蔵
書
が
占
め
る
彦
根
藩
井
伊
家
伝
来
典
籍
の
中

に
、
月
樵
が
挿
絵
を
手
が
け
た
俳
書
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
寛
政
十
年（
一
七
九
八
）
刊
の
『
続

姑
射
文
庫
』
と
文
政
元
年（
一
八
一
八
）刊
の
『
新

姑
射
文
庫
』
の
二
件
で
す
。
月
樵
を
意
識
し
て

の
収
集
と
思
わ
れ
る
の
が
、
こ
れ
ら
に
先
行
し

て
刊
行
さ
れ
た
、
別
の
絵
師
が
挿
絵
を
手
が
け

た
『
姑
射
文
庫
』（
一
七
八
六
刊
）
は
伝
来
し
て

い
な
い
こ
と
で
す
。
刊
行
後
す
ぐ
の
入
手
か
は

分
か
り
ま
せ
ん
が
、『
新
姑
射
文
庫
』
は
、
井

伊
家
十
二
代
の
直
亮（
一
七
九
四
～
一
八
五
〇
）の

蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
当
主
の
収
集
本
で

あ
る
こ
と
は
確
実
で
す
。

 

（
髙
木
文
恵
）

「殿
様
の
日
常
生
活
」
に
迫
る

「殿
様
の
日
常
生
活
」
に
迫
る

彦
根
藩
井
伊
家
の
当
主
（
殿
様
）
は
、
日
々

何
を
し
て
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を
営
ん
で
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で
彦
根
城
博
物
館
が

行
っ
て
き
た
、「
武
家
の
生
活
と
教
養
」
や
「
武

家
の
儀
礼
」
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
の
成

果
か
ら
部
分
的
に
そ
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と

は
で
き
る
も
の
の
、
日
常
生
活
全
体
を
把
握
す

る
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
他
の
多
く

の
藩
に
お
い
て
も
同
様
で
、
殿
様
の
生
活
実
態

の
把
握
は
、
日
本
近
世
史
の
研
究
課
題
の
ひ
と

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
当
館
で
は
、
令
和
三
年
度
か
ら
七
年

度
に
か
け
て
、「
殿
様
の
日
常
生
活
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
彦
根
藩
資
料
調
査
研
究
会
を
組
織
し

ま
す
。
当
主
の
側
近
で
あ
る
側そ

ば

役や
く

が
当
主
の
行

動
を
記
録
し
た
「
側
役
日
記
」
の
分
析
を
中
心

に
、
日
々
の
生
活
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
目
的
で
す
。
例
え
ば
、
一
日
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
仕
事
や
外
出
の
際
の
様
子
、
食
事
、

趣
味
、
交
遊
関

係
と
い
っ
た
研

究
の
成
果
は
、

今
後
、
展
覧
会

や
公
開
研
究
会

な
ど
で
報
告
し

て
い
く
予
定
で

す
。
ご
期
待
く

だ
さ
い
！

蔡
文
姫
帰
漢
図
（
部
分
）　

張
月
樵
筆

側
役
日
記

彦
根
藩
資
料
調
査
研
究
会
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11月 10月
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

９
月
～

月

9月12月

11/
24･25

展示替により
一部休室

10/
20 ～ 22

展示替により
一部休室

8 

水　
　
　
　
　

休　

館

11
土

講
座
講
座
「
彦
根
城
と
近
代
」

25 

土
～
31 

金　
　

休　

館

23
土

ス
ラ
イ
ド
ト
ー
ク
　

ス
ラ
イ
ド
ト
ー
ク
　
日
本
の
刀
装 

27
土

ス
ラ
イ
ド
ト
ー
ク

ス
ラ
イ
ド
ト
ー
ク

井
伊
家
近
代
文
書
か
ら
み
る
彦
根
城

9/
16･17

 

展示替により一部休室

募
集
・
催
し

12

6
土

記
念
対
談

記
念
対
談

「
語
り
尽
く
す
！
大
名
家
の
拵
と

  　
　
　
　
　
　

  

井
伊
家
伝
来
刀
装
」

■
日
時
・
演
題
・
講
師
・
内
容

①
10
月
2
日
（
土
）
14
時
～
15
時
30
分

　

企
画
展
「
奇
才
の
絵
師 

張ち
ょ
う

月げ
っ

樵し
ょ
う」

関
連
講
演
会

　
「
張
月
樵
～
謎
の
生
涯
～
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
木
文
恵
（
当
館
学
芸
員
）

　
　
　

彦
根
出
身
で
京
に
出
た

　
　

後
に
名
古
屋
で
ブ
レ
イ
ク

　
　

し
た
絵
師
、張
月
樵（
一
七
六
五

　
　

    

～
一
八
三
二
）。
謎
に
包
ま
れ

　
　

た
彼
の
生
涯
を
、
の
こ
さ

　
　

れ
た
作
品
や
文
献
な
ど
か

　
　

ら
、
時
代
背
景
も
踏
ま
え

　
　

て
辿
っ
て
い
き
ま
す
。

②
12
月
11
日
（
土
）

　
　
　

14
時
～
15
時
30
分

　

テ
ー
マ
展
「
井
伊
家
近
代
文
書
か
ら
み
る
彦
根

　

城
」
関
連
講
座

　
「
彦
根
城
と
近
代
」　　

蔭
山
兼
治
（
当
館
学
芸
員
）

　
　

 　

井
伊
家
近
代
文
書
を
中

心
に
、
古
文
書
に
記
録
さ

れ
た
明
治
時
代
以
降
の
彦

根
城
の
様
々
な
利
用
例
を

紹
介
し
、
近
代
社
会
に
お

い
て
城
が
果
た
し
た
役
割

を
考
え
ま
す
。

■
会
場　

当
館
講
堂

■
定
員　

各
35
名

■
資
料
代　

各
１
０
０
円

　
　
　
　
　
（
但
し
、
彦
根
市
内
在
住
の
中
学
生
以

　
　
　
　
　

  

下
は
無
料
）

■
受
付　

当
日
受
付

　
　
　
　
　
（
先
着
順
、
受
付
13
時
30
分
～
）

　

日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
茶
道
に
つ
い
て
学

び
、
昔
の
藩
主
の
住
ま
い
で
お
茶
の
体
験
を
行

い
ま
す
。

■
日
時　

10
月
3
日
（
日
）

　
　

1
～
3
年
生
：
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
　

4
～
6
年
生
：
10
時
～
12
時

■
会
場　

当
館
講
堂
、
木
造
棟

■
講
師　

外
海
和
子
先
生
（
表
千
家
茶
道
講
師
）

■
参
加
費　

５
０
０
円
（
保
険
料
・
資
料
・
お
茶
・

　
　

お
菓
子
代
）

■
定
員　

１
～
３
年
生
、
４
～
５
年
生
：
各
15
名

　
　
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
対
象　

彦
根
市
、
米
原
市
、
愛
荘
町
、
甲
良
町
、

　
　

多
賀
町
、
豊
郷
町
に
在
住
も
し
く
は
在
学
す

　
　

る
小
学
生

■
申
込
方
法　

①
②
い
ず
れ
か
で
申
込
み
。

　
　

①
各
小
学
校
に
配
布
す
る
チ
ラ
シ
に
印
刷
し

　
　
　

た
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
博
物

　
　
　

館
に
持
参
も
し
く
は
郵
送

　
　

②
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
フ
ォ
ー

　
　
　

ム
に
て
応
募

■
申
込
期
間　

　
　

９
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
　

 

～
14
日
（
火
）

　
　
　
　
　

＊
必
着

わ
く
わ
く
体
験
ス
ク
ー
ル
「
茶
道
を
楽
し
も
う

わ
く
わ
く
体
験
ス
ク
ー
ル
「
茶
道
を
楽
し
も
う
」」

講
座
・
講
演
会

講
座
・
講
演
会

　

現
在
、
開
催
を
予
定
し
て
い
る
展
示
・
講
座
等
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の
状
況
に

よ
り
、
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
の
情
報
は
、
彦
根
市
や
当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

18
土

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
ク
　
ク
　
奇
才
の
絵
師 

張
月
樵

 
1
水　
　
　

休　

館

25
土

教
室
教
室
　　
古
文
書
の
み
か
た
③

11
土

教
室
教
室
　　
古
文
書
の
み
か
た
②

19
日

能能
　　
第
54
回
彦
根
城
能

　
　
　
　
お
能
の
国
の
ク
ラ
シ
ッ
ク

 

19
火　
　
　

休　

館

 

26
金　
　
　

休　

館

3
日

教
室
教
室
　　
わ
く
わ
く
体
験
ス
ク
ー
ル

9
土

教
室
教
室
　　
古
文
書
の
み
か
た
④

16
土

教
室
教
室
　　
古
文
書
の
み
か
た
⑤

30
土

教
室
教
室
　　
古
文
書
の
み
か
た
⑥

13
土

講
演
会

講
演
会
「
日
本
の
刀
装 

　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
豊
か
な
る
装
飾
」

2
土

講
演
会

講
演
会
「
張
月
樵
～
謎
の
生
涯
～
」

常設展示　“ほんもの”との出会い常設展示　“ほんもの”との出会い

彦
根
城
山
行
啓

御
通
路
図

　

百
鳥
図
（
部
分
）　　
　

懐
古
堂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

 KAIKODO  COLLECTION

＊
「
古
文
書
の
み
か
た
」
は
事
前
申
込
制
で
す
。

テーマ展

井伊家近代文書

からみる彦根城

11/27 ～12/24

日本の刀装
―刀を飾る技と美―

10/23 ～ 11/23

特別展

奇才の絵師 張月樵
― 彦根～京～名古屋への道―

9/18 ～10/18

企画展

茶道具の

“い・ろ・は”

8/20 ～

 9/15

テーマ展


